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豊田市（愛知県）

地域が支える流域の水循環
水環境改善の取組を共働・連携により市内全域に拡大

「住民と行政との共働で取り組む逢妻女川でのクリーン活動」の様子

豊
田
市
は
、
市
内
の
水
環
境
を
改
善
し
、
次
世

代
へ
良
好
な
水
環
境
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、「
地

域
の
水
環
境
へ
の
取
組
が
大
き
な
流
域
の
水
循

環
を
支
え
る
」と
い
う
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
の
考

え
を
基
本
と
す
る「
水
環
境
共
働
ビ
ジ
ョ
ン
」を

２
０
０
９
年
に
策
定
し
ま
し
た
。
水
循
環
・
水
環

境
に
関
わ
る
４
つ
の
視
点（
水
質
、
水
量
、
生
態
系
、

水
辺
）か
ら
、
豊
田
市
の
水
に
関
わ
る
現
状
や
課

題
を
住
民
と
共
有
認
識
し
、
身
近
な
水
環
境
を
良

く
す
る
た
め
の
施
策
や
取
組
を
共
働
に
よ
り
推
進

し
て
い
ま
す
。

水
環
境
の
改
善
に
向
け
た
住
民
の
意
識
を
高
め

る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
冊
子
等
の
広
報
媒
体

を
活
用
し
た
普
及
啓
発
、
森
林
や
川
の
現
場
で
の

実
体
験
を
通
じ
た
啓
発
と
人
材
育
成
、
ま
た
目
に

見
え
な
い
下
水
道
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
デ

ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
や
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
な
ど

の
ユ
ニ
ー
ク
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

【課　題】	 水環境
【主　体】	 豊田市
【連絡先】	 豊田市上下水道局企画課

愛知県

岐阜県

静岡県

Profile

豊田市豊田市

【普及啓発・広報編】
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■ 普及啓発・広報編

水
環
境
共
働
ビ
ジ
ョ
ン

～
地
域
が
支
え
る

流
域
の
水
循
環
～

“
地
域
の
力
”で
流
域
を
変
え
て
い
く

豊
田
市
は
愛
知
県
の
中
央
部
に
位
置
し
、

２
０
０
５
年
４
月
の
近
隣
町
村
と
の
合
併

を
機
に
、
矢
作
川
の
上
流
域
も
市
域
と
な

り
、
市
の
大
部
分
が
１
級
河
川
矢
作
川
流

域
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

豊
田
市
は
、「
地
域
の
水
環
境
へ
の
取

組
が
大
き
な
流
域
の
水
環
境
を
支
え
る
」

と
い
う
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
、
次
世

代
へ
良
好
な
水
環
境
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
、

「
水
環
境
共
働
ビ
ジ
ョ
ン
」を
２
０
０
９
年

３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

本
ビ
ジ
ョ
ン
は
、「
人
が
ふ
れ
あ
い	

生

き
物
を
は
ぐ
く
む	

豊
か
で
清
ら
か
な
水

辺
の
継
承
」を
目
的
と
し
、
水
循
環
・
水

環
境
に
関
わ
る
４
つ
の
視
点（
き
れ
い
な

水
、
豊
か
な
水
、
多
様
な
生
態
系
、
ふ
れ

あ
え
る
水
辺
）か
ら
、
現
状
や
課
題
を
整

理
し
、
具
体
的
な
取
組
と
し
て
施
策
メ

ニ
ュ
ー
や
、
ビ
ジ
ョ
ン
実
行
の
担
い
手
と

な
る
行
政
、
住
民
、
事
業
者
の
果
た
す
役

割
を
提
示
し
て
い
ま
す
。

水
循
環
や
水
環
境
の
改
善
に
向
け
た
活

動
は
、
豊
田
市
内
の
中
小
河
川
流
域
や
自

治
区
と
い
っ
た
生
活
に
密
着
し
た
ス
ケ
ー

ル
か
ら
始
め
、
共
働
・
連
携
に
よ
り
全
市

域
、
矢
作
川
流
域
に
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

計画の	
概　要こ

れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990

「
豊
田
市
環
境
基
本
条
例
」制
定

1996.9

「
豊
田
市
矢
作
川
環
境
整
備
計
画
」策
定

1995.3

「
水
環
境
共
働
ビ
ジ
ョ
ン
」策
定

2009.3

「
流
域
水
循
環
計
画
」認
定

2017.4

	

近
隣
市
町
村
と
の
合
併

2005.4

「
豊
田
市
矢
作
川
河
川
環
境
活
性
化

	

プ
ラ
ン
」策
定

2016.6

水環境共働ビジョンにおける水環境・水循環課題と施策メニュー

水環境共働ビジョン
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「
水
道
水
源
保
全
基
金
」を

活
用
し
た
水
源
林
や
森
の

か
ん
養
機
能
を
Ｐ
Ｒ

「鍵」
その1水

道
料
金
を
原
資
と
す
る
全
国
初
の
基

金
と
し
て
、
１
９
９
４
年
４
月
に「
豊
田

市
水
道
水
源
保
全
基
金
」を
創
設
し
ま
し

た
。
水
道
使
用
量
１
ト
ン
当
り
１
円
相
当

額
を
積
立
て
、
水
源
と
な
る
森
林
保
全
に

充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

主
な
活
用
と
し
て
は
、
荒
れ
た
人
工
林

の
水
源
か
ん
養
機
能
を
高
め
る
た
め
に
間

伐
を
行
う
ほ
か
、
水
道
水
源
地
域
の
重
要

性
を
伝
え
る
た
め
に「
水
源
の
森
」を
整
備

し
、間
伐
効
果
の

Ｐ
Ｒ
や
豊
か
な

自
然
を
楽
し
め

る
散
策
道
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
教
材
・

冊
子
等
で
幅
広
い
層
に

水
へ
の
関
心
を
喚
起

「鍵」
その2流

域
の
健
全
な
水
循
環
の
構
築
に
向
け

て
は
、
普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
水
に

対
す
る
住
民
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、水
道
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ぴ
っ

ち
ゃ
ん
」、
下
水
道
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の「
ミ

カ
ホ
ち
ゃ
ん
」の
案
内
に
よ
る
冊
子
や
チ

ラ
シ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
た
普
及
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
等
を

通
じ
て
、
水
環
境
の
改
善
に
寄
与
す
る
下

水
道
接
続
や
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切
り

替
え
に
つ
い
て
も
ミ
カ
ホ
ち
ゃ
ん
が
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

「水道水源保全基金」の仕組と森の水源かん養機能の紹介 「水源の森」学習ひろば

水源の森散策パンフレット ミカホちゃんによる下水道サポーター認定証書 下水道出前講座の教材

上下水道キャラクターによる普及啓発
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■ 普及啓発・広報編

住
民
に
よ
る

「
ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
」

「鍵」
その3

　

「
ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
事
業
」は
、
環

境
が
悪
化
し
人
々
が
近
づ
か
な
く
な
っ
た

市
内
の
小
川
を
、
地
域
住
民
に
よ
る
多
自

然
川
づ
く
り
に
よ
っ
て
、
地
域
に
愛
さ
れ

る「
ふ
る
さ
と
の
川
」に
し
て
い
く
豊
田

市
の
事
業
で
す
。
土
砂
が
溜
ま
り
に
く
く
、

生
き
も
の
が
す
み
や
す
く
、
親
子
が
遊
び

や
す
い
小
川
と
し
て
再
生
・
維
持
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

岩
本
川
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
、

２
０
１
５
年
か
ら
こ
の
事
業
に
よ
る
取
組
が

進
ん
で
い
ま
す
。
豊
田
市
矢
作
川
研
究
所
が

行
政
の
立
場
で
取
組
の
サ
ポ
ー
ト
、
実
施
内

容
の
記
録
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
る
住

民
意
識
変
化
の
分
析
な
ど
を
担
い
な
が
ら
、

住
民
懇
談
会
を
通
じ
て
地
域
住
民
が
描
く

川
の
未
来
の
姿
を
共
有
し
、
川
づ
く
り
の
体

験
会
の
開
催
、
地
域
住
民
が
主
役
の
活
動

団
体「
岩
本
川
創
遊
会
」の
設
立
、
そ
し
て

こ
の
団
体
に
よ
る
毎
月
の
草
刈
り
、
ご
み
拾

い
、
川
づ
く
り
作
業
、
川
遊
び
体
験
会
等
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
地
元
小
学
校
の

授
業
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
子
ど

も
達
も
活
動
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

併
せ
て
、
こ
の
事
業
を
豊
田
市
内
の
他

地
域
へ
と
展
開
し
て
い
く
た
め
の
ノ
ウ
ハ

ウ
や
経
験
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

川遊び体験「岩本川探検隊」の様子岩本川における実施体制

豊田市が住民と共働で取り組む岩本川での「ふるさとの川づくり」
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ミ
ラ
イ
を
担
う
若
者
へ
の
意
識

啓
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

注目1
地
元
の
豊
田
工
業
高
等
専
門
学
校
の
４

年
生
を
対
象
に
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
上

下
水
道
に
関
し
、
上
下
水
道
局
職
員
が
講

師
と
な
り
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
講
義

内
容
は
、
上
下
水
道
事
業
に
関
す
る
歴
史
、

計
画
、
工
事
、
経
営
等
、
幅
広
い
テ
ー
マ

を
取
扱
い
、
期
間
と
し
て
は
約
半
年
間
に

も
及
び
ま
す
。

講
義
を
通
じ
た
上
下
水
道
事
業
の
普
及

啓
発
へ
の
参
加
は
、
特
に
上
下
水
道
局
の

若
手
職
員
に
と
っ
て
は
業
務
に
対
す
る
意

識
向
上
に
貢
献
し
、
若
手
職
員
同
士
の
勉

強
会
が
発
足
す
る
な
ど
波
及
効
果
も
生
ま

れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、
小
学
４
年
生
を
対
象
と

し
、
水
循
環
の
大
切
さ
を
伝
え
る「
下
水

道
出
前
講
座
」の
実
施
や
小
学
生
と
そ
の

親
を
対
象
と
し
た
水
循
環
を
体
感
す
る
取

組「
上
下
水
道
親
子
探
検
隊
」を
夏
休
み
期

間
中
に
行
っ
て
い
ま
す
。

ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
防
除

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

注目2
ミ
シ
シ
ッ
ピ
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
は
、
北
ア
メ
リ

カ
原
産
の
外
来
種
で
、ペ
ッ
ト
と
し
て
持
ち

込
ま
れ
た
個
体
が
捨
て
ら
れ
、
野
外
で
増
え

て
お
り
、
水
生
植
物
・
農
作
物
の
食
害
な

ど
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
田
市
は
、
２
０
１
６
年
よ
り
環
境
省

が
推
進
し
て
い
る「
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
対
策
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
画
し
、
逢
妻
女
川

と
逢
妻
男
川
の
市
域
区
間
を
対
象
に
、
住

民
と
企
業
・
大
学
・
行
政
が
連
携
し
て
ア

カ
ミ
ミ
ガ
メ
防
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
を「
地

域
の
み
ん
な
で
身
近
な
自
然
を
育
む
た
め

に
～
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
防
除
マ
ニ
ュ
ア
ル
～
」

と
し
て
と
り
ま
と
め
、
外
来
種
対
策
の
必

要
性
、
ア
カ
ミ
ミ
ガ
メ
の
捕
獲
方
法
や
作

業
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
、
カ
メ
の
見
分
け

方
、
地
域
で
の
取
組
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、

地
域
住
民
に
対
し
外
来
種
防
除
の
啓
発
を

行
っ
て
い
ま
す
。

プ
レ
ー
ト
式

デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
で

ワ
ク
ワ
ク
す
る
下
水
道
を
演
出

注目3
下
水
道
の
見
え
る
化
と
、
歩
い
て
楽

し
い
歩
行
空
間
演
出
を
目
的
に
、
名
鉄

豊
田
市
駅
か
ら
豊
田
ス
タ
ジ
ア
ム
の
間
に

「
プ
レ
ー
ト
式
デ
ザ
イ
ン
マ
ン
ホ
ー
ル
」を

22
箇
所
設
置
し
、
地
域
住
民
や
豊
田
ス

タ
ジ
ア
ム
を
訪
れ
た
市
内
外
の
方
々
に

人
気
と
な
っ
て
い
ま
す
。

デ
ザ
イ
ン
が

簡
単
に
交
換
で

き
る
と
い
う
特

徴
を
活
か
し
、

季
節
や
イ
ベ
ン

ト
に
合
わ
せ
て

不
定
期
に
デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
、「
ワ
ク

ワ
ク
す
る
楽
し
い
下
水
道
」を
住
民
に
伝

え
る
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

災
害
備
蓄
用
飲
料
水

「
と
よ
た
水
物
語
」

注目4
豊
田
市
上
下
水
道
局
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
水「
と
よ
た
水
物
語
」を
販
売
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ボ
ト
ル
水
は
、
市
内
浄
水
場

で
採
取
し
た
水
道
水
を
活
性
炭
フ
ィ
ル

タ
ー
で
ろ
過
し
、
加
熱
処
理
を
し
た
上
で

密
閉
し
て
い
る
た
め
、
常
温
で
長
期
保
存

が
可
能
で
す
。

豊
田
市
で
は
、
飲
料
水
の
備
蓄
と
し
て

「
一
人
３
リ
ッ
ト
ル
を
３
日
分（
９
リ
ッ
ト

ル
）以
上
」を
住
民
に
呼
び
か
け
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
チ
ラ
シ
、
ま
た
上
下
水
道
施
設

の
施
設
見
学
会
等
で
の
配
布
を
通
じ
て
、

水
道
水
の
お
い
し
さ
と
防
災
の
両
面
か
ら

Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここにも「注目」

豊田市上下水道局職員による授業
（上：講義風景　下：上水道施設見学）

アカミミガメ防除マニュアル

プレート型マンホール

災害備蓄用ペットボトル水『とよた水物語』
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備
蓄
用

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
水

「
と
よ
た
水
物
語
」が

大
好
評

大
規
模
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自
然
災

害
に
よ
り
上
水
道
施
設
へ
の
被
害
が
危
惧

さ
れ
ま
す
。
万
が
一
の
断
水
に
備
え
、
豊

田
市
上
下
水
道
局
で
は
、
２
０
１
３
年
度

か
ら
５
年
間
保
存
可
能
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

水「
と
よ
た
水
物
語
」を
販
売
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
販
売
開
始
当
初
は
売
り
上
げ
が
伸

び
ず
、
市
民
の
備
蓄
率
が
な
か
な
か
向
上

し
な
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
１
６
年
度
に
備
蓄
率
向

上
を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
Ｐ
Ｒ

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
を
活
用
す
る
こ

と
で
、
前
年
比
６
０
０
％
の
売
上
増
加
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

活動の	
効　果

ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
の
効
果

地
域
住
民
に
よ
る
川
づ
く
り
が
進
ん
だ

こ
と
で
、
人
を
寄
せ
付
け
な
か
っ
た
岩
本

川
は
遊
び
や
す
い
川
と
な
り
、
近
く
の
小

学
校
の
授
業
で
も
川
が
活
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
岩
本
川
で
の
授
業
を
本

格
的
に
始
め
た
年
の
保
護
者
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
子
ど
も
が
授
業
を
受
け
た
後
に
、

親
子
で
岩
本
川
に
遊
び
に
行
っ
た
家
庭
が

１
割
超
お
り
、
岩
本
川
で
の
授
業
が
身
近

な
自
然
体
験
機
会
の
創
出
に
つ
な
が
る
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
年
の
学
芸
会
で
は
授
業

を
受
け
た
２
年
生
が
、
地
域
の
伝
承
と
岩

本
川
で
の
川
づ
く
り
を
題
材
に
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
劇
を
創
作
・
披
露
す
る
な
ど
、

ふ
る
さ
と
の
川
づ
く
り
事
業
に
よ
っ
て
地

域
愛
着
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

取組を伝え広げていく
ポイントは？
水環境の取組は、市民と地域の環境や将来を

楽しく考え、地域が抱える課題をともに解決し、
市民とふれあい、地域の水環境を共有すること
が大切です。水環境に関する市民活動を発信す
ることで、新たな地域での活動に拡がっていく
と考えています。

今後に向けて
今後は、国土交通省が提唱している「下

水道の市民科学」という新たな視点を取り
入れ、地域住民と連携し、新たな下水道の
価値を発見できるよう下水道の普及啓発を
進めていきたいです。

「とよた水物語」販売数の変化

豊田市上下水道局企画課
久保 剛さん

メッセージ

取組を伝え広げていく
ポイントは？
川や生き物そして人に関係する事象はひとり

ひとりの経験や知識により考え方が異なる場合
もあります。しかし、川に関する取組は様々な
人々と力を合わせて進めていくため、みんなで
納得することが重要です。そのため、きちんと記
録をとり、科学的なデータを共有していくこと
が鍵となると考えています。こうして積み上げ
た根拠は、さらに新たな取組へとつながってい
くと考えています。

今後に向けて
川と人の関わりにおけるミライのフツー

は昔の姿への回帰ではないかと思ってい
ます。暮らしの中で川や水を使うからこそ、
尊敬や愛着の気持ちを持って、手入れが
行われていたのでしょう。ですから、川で遊
んだり自然を再生したりと、分かりやすく川
と触れ合うことを通して、身近な小川が再
び地域に愛され育まれる“ふるさとの川”へ
となるように支援を続けていきたいです。

豊田市矢作川研究所
※現所属　豊田市環境政策課

山本 大輔さん

メッセージ

ペットボトル販売数
（1箱あたり12ℓ）

（箱）

773

4,803600％増加

平成27年度 平成28年度

6000

4000

2000

0

岩本川近隣小学校の2年生の保護者48人の回答より

事業対象
地域外に居住

事業対象地域に
居住（百々町、扶桑町）

100％

75％

50％

25％

0％

岩本川で子どもと遊んでいるか？

授業の前から
遊んでいる

授業の後から
遊んでいる

遊んだことが
ない

11％

89％

60％

15％

25％

保護者アンケート

岩本川近隣小学校の保護者アンケート結果
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